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ハーンと日本の教育
一儒教思想と日本近代化（『日本｣)(1)－
先川腸郎
1．はじめに
最初に古代から近世までの教育・社会思想と儒教との関係について簡単に述
ぺると，大化の改新以後，大陸の制度をまねた官僚の養成所である大学寮が，
その形を徐交に整えていったことである。大宝令(2)のなかの学令によれば，官
吏養成を目的とする教育機関に二種類あり，都の大学，地方の国学がそれであ
る。正規の学を終了して試問に合格したものは太政官へ送られるのである。そ
して，この官吏採用試験にパスするような教育が大学や国学で教えられたので
ある。ここにおいては，孝経と論語を必修科目とし，「禮記」「左伝（大経)」
「周禮」「詩経」「儀禮（中経)」「易経」「書経（小経)」の七つの経書を選択科
目とし,(3)選択した二経以上に通じたものを貢学たりうる者としたのであった。
次に，そのような大学がその後いかなる歴史的変遷を経過してきたかという
ことについて，まず第一に，教科の変遷についてみると，最初，学令によると，
大学の教科は，「孝経」と「論語」の他に，七つの経書を教科書として使用し
たが，それは官吏の教養の理念である経学の学習を目的としたものであって，
いわば，統治の理念を明らかにする明経道の一科だけを設置する形のものであ
った。次にこのような考査に対応するために，文章科が道の観念の興起ととも
に，紀伝道として発展し，ここに明経・明法・算の三学科と並んで，いわゆる
大学四道(4)として成立するに至ったのである。平安時代に入ると，中古初頭の
明経道的漢学から文章道的漢学に大きく前進した。そして儒教の道徳理念を教
授する大学の中心学科である明経道よりも，紀伝道は尚ばれ，文章博士は明経
博士の下にあったが，弘仁12年（1481年）２月より明経博士の上となった｡(5)
この紀伝道の誕生とその発展の歴史は，我が国における外来文化の受容と変容
とのプロセスを示す一つの場合として注目にl食いするものとなった。ところで，
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例えば，平安時代の）し型的なｸ(I1iMi人でもあり，ノ,M想家でもあった空海は家庭で
少年時代に学んだのは，「論語」「孝経」「評伝」等の原典であったという｡(`）
言うまでもなく，当時の大学のUl経道において教えられている統沿の精神は
儒教の倫Il1であり，これはlil家統治の公共であると同時に仏1人にとっては官吏
になるための三JH段であると考えられた。このために経学'''心の学'１１１であったが，
前に述べた如くそれは，紀伝jiiへと移り，それは，個人の文化的教錐の手段，
つまり，人(''１陶冷の道具として採川されるに盃ったのである。
しかし大学のUl経科における，儒学の国家統沿の粘神は，現実的には統治の
実際miを支配することなく，そこには，むしろ我が国剛ｲ7の政沿ｌｌＩ１念が働いて
いた。』L休的lこ言うならば，ｉｉＩＱ言|目道徳は中ｌＵ:を通じて，大陸の学'１１１に’〔付けら
れることは極めて少なく，むしろ〔|然発生的な発達をとげたものであった。そ
して，，ｌ１ｌＵ:式ごＩ:がこの生活そのもののなかから('|:りあげていった武士の道徳に，
儒教的なｿ〔付けをして，これを’１武士道〃として展開させたのはil1lU:も末期近
く，近世的世界がゑえ始めてから以後のことであった。
中世以後のh冊学は易・書・詩・繭・春秋の;ﾉI:経を言語学習的に研究するいわ
ゆる漢Ⅲ!『訓詰の学であったが,(7)やがて｢Ｉ１ｌＵ:になると文武州ｌＩｉの111想が中世人
の意識のなかにめばえてきた。武士の本分はもっぱら，戦闘的行動に結びつい
た実践的意志の世界であり，’i打):死生のlllIに１１１入する生活体験そのものの中か
ら，彼らは献身の道徳を形成し，この道徳感l1Ijを武士としてのl｣常生iiiそのも
のにおいて陶冶したのである。これら戦国将恢の間では学者・側li1が尊敬せら
れ，Iww学も，これまでの訓ﾏﾊﾟの学ではなく，新しく人倫を説く朱子学が興った。
彼らは治国の法の根拠を学'''１にもとめ，これまでの武力をもって秩序を維持し
ようという‘'１世的な考え方を超えて，平和な社会を待望する，近世的思想の芽
生えが認められるに至った。
近111:に至ると，武士達はliiに武勇にすぐれているだけではなく，jlI1想的な士
（サノ､ライ）として人格的にも立派であることが要求され,武士〕iiはい君子道〃
そのものとなり，従って，IiM学は，封建社会人にとっては，まぎれもない人倫
の道そのものとなっていったのである。かくして自己修韮の道は二つの方向を
たどり，一つには文の道，今一つは武の道であった。すなわち，文武両道の修
養の|]的は鰍を修めて人iffのｌｎＩ｣二を図り，Ｗ)粉としてふさわしいものとなるこ
とにあった。例えば，文の徳は仁であり，仁を陽徳と考え，武の徳は義であり，
義は陰徳と考えた。彼らは文を存に配し，式を(kに配することにより，やがて
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春秋ｉｉＩｉ１１し，陰陽,''１和して，はじめて完全な徳が実現するという理論的な説Ｊ１
をするようになってきたのである。しかし，封ｌ１ｌｉ:の実際の社会において文武両
道ということば，いわば理想にすぎず，Iwi学老は武にうとく，武芸師範は文に
暗いのが通例であり，iiIi道を〕１Ｍ想的な型において](〔兵する学者や師範はきわめ
てまれであったのである。時代の風潮は，いずれかといえば，文事にIii点を置
くようになり，武芸は文字通り修徳を|]的としてのみ学ばれるようになってい
ったのである。
しかし，武士道という,思想，文iiい((lIliという観念は，徳川時代に入って初め
て明確な概念規定をもつようになり，ＩｌＩｌＵ:においては武のﾙIi神及び文武兼Wiiの
Eu想が，どちらかといえば武に､t点をおいたのに対して，徳川時代のそれは文
を韮調とするものである。しかしながら，これらの思想や【'１心理念は，’１１世に
おいては無常観をもととした宗教的IiT仰であったのに対して，近世においては
封建的身分社会の文１W[1打としての〕ii誰をもととした儒教の教学であった。かく
して著詔な儒者やすぐれた武芸調･述は時には聯)「{の，あるいは諸藩のli'二']する
ところとなり，高禄をもって迎えられたのである。
言うなれば，文武iil1j道たりとも，その思想において農工商三民の上に立派な
支配者としての徳を('Niえた武二I:を雄成することにあったのである。こうして[１１
世．近世を通じて，学'１１１．道徳の傾城では，武士の日常生iiIiのうちから':'然発
生的に形づくられた実践道徳がlI1lijllil;学（あるいは仏教）の理論の助けを借り
て，１１木的儒学と武士道とを結央せしめたのである。
これらの文化は，既存の社会を保付する保4,1:的役割を特質とするもので，特
に我が国の家庭道徳にはその伝統が児い'||されるが，それは人間の義理人情の
機微にふれた，根深く広範囲にわたる{|;１１脚式を作りだしたのである。
2．ハーン米|]前後の１，Ｍm的背景
ＩＤ}淵維新の原動力は，事実｣二，腕学，すなわち，儒教であったとする説があ
る｡(8)そこで明治初jUIの社会全般においては，枇学が支配的であったと思われ
るのである。それは，Ｉﾘ]沿元ｲﾄﾞ，京IiMには学;ljl院が復興し,（９）東京では昌平学
（江戸幕府の漢学の総本111）が日平校と改められ，やがて大学校と改称された
ことにもあらわれている。もとより，iif1j佼とも漢学的知識を重じたが，ｕ)]治２
年６月15｢1に定められた大学校の学1Mによれば，漢土の学はⅥ孝悌・騨倫の教，
治国平天下の道〃と説U】されており，まさしくIil;教そのものを意味しているの
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である｡('の
り]治４年８月には，’'１央教fir行政機関として，文部行が設世され，明治５年
８）１２日，政府により我が国の近代的学制が発布され，全国に学校が設けられ
た。
例えば，その学校の設臘の=}{旨について駆ると，立身治産のためにはＷを
修め制'を|)'1き，才芸を長ずる'’ことが必要であるとし，学校設置のIj的はその
ための学ｌｌＩｊをすることであると述べている｡(皿）そしてそのような学lI5は立身
のためのものであるから，身分・階級・'11ﾐｶﾞﾘをIlljわずすべての人が就学して，
'１色に不学の戸なく家に不学の人なからしめんJl1Fを期す〃と述べている。
教育行政面については，『'１央教ｆｉ行政機011である文部欄が全国の学校を櫛理
し，学区制を発足させた。そして全lL1を８つの大学区に分け，また，一大学区
を32の中学区に分け，’'１学区を２１０の小学区に分け，全国に53,760の小学区を
設け，各学区にそれぞれ，大学校・''１学校・小学校を各一校づつ設l趾する計iilji
であった。
これによって，我が国は近代教育の節一歩を歩糸だしたが，儒学を中心とす
る従来の武士教育を非難する結果をもたらしたために，伝統思想，とくに，｜日
来の道徳倫理を完全に秘蔑する空気が生まれた。
しかし，やがて，直接教育iiiで徳育を行う必要性にせまられ，明治12年天皇
は元111永孚に命じて「教学大旨」を記述させ，翌年13年には西村茂樹により文
部右発行の「小学修身訓」がl[１版された。その内容は学ＩＭｊ，４１｛業，立志，修徳，
養智，処那，家倫，交際などの徳１１からなるものであった。さらには明治14年
５ﾉ］「小学教則綱領」が公布されるに及び，修身科がＨ１(ぜられ，漢学者を小学
校教師として特別採川し，徳Ｔｉ｢の｢''心たらしめるﾌﾟﾉ箙がたてられた。これは修
身科の内容が東洋道徳，すなわち'１M教jiiMMiを’1(木とする新時代の徳育の成立を
目指したものであった。
こうして，UjWil4年６小こ，政l({の徳77ﾉﾉ針をⅢl示した儒教倫理そのものた
る修身教科書「幼学綱要」が完成され，全'１１の小学校に配布された。その内容
は，孝行，忠節，和訓，友愛，信義，楓学，立志，誠災，仁慈，礼譲，倹素，
忍耐，貞操，廉潔，敏橘１，１１１'1列，２Ｗし，度１１t，識１W，勉職などの20の徳日にわ
たっており，その教育は「教学大旨」とl｢りじであり〆仁義忠孝を中心とする儒
教道徳の教化を'三I的としており，これによってその精神の徹底化をはかったの
である。また明治18年には内|Ｈ１制度が設けられ，初代文部大臣として，森ｲ丁礼
Hosei University Repository
135 
が就任すると，学校ilill度の政jYfにのりだし，UjWil9年３ﾉ｣に「帝国大学今｣，
同ｲ1ｉ４ｊ１に「師範学校今｣，「'１１学校今｣，「小学佼令」を(ljll定した。さらに，森
は独lL1の'１国家富強主鏡・'11体主義教育〃の教ﾌﾟi政餓をｵsしすすめ,('z）このlrI1i
i1IIの焚成をはかるために兵式体操をとりいれた。彼はそれに関する「建言案」
の'１１で，次のように述ぺという。
Ｍ国家富強ハ，忠君愛国ノネI1i神旺実スルヨリ米ル''(１３）
このようにして，例えば，小学校については，ｌﾘIin19ｲ'２，体操の中に'１隊グリ
ｊｊｌ１Ｗを力I1え，U)治21ｲ|:これを帆兵式体操'’と改めている。さらに，中学校に
ついては，体操は’１普〕Ⅲ及兵式体操〃としたのである。
こうして，兵式体撚は体力の誕成よりもむしろ忠利愛l1jlの精神の函養に役立
つと考えたのであった。やがて，UI治22年には「火'1本帝国憲法」が，翌年２３
ｲ|{に|よ「教育勅語」が発布された。今ここで，教Y『勅語の|ﾉl容を分析してゑる
とき，前半は完全に儒教倫jU1でllIi成され，そのhOj神は大型道に翻案された儒教，
つまり，日本儒教の発現ともいえるのである。さらに，徳育の華礎となった。
当時の修身の教科書(!`)についていうと，各課のJril1も次のように教育勅語の
筒梨をそのまま採川している｡('6）
このように，それはⅥ蝿１１V'・'(国体主義〃の函焚にとりわけ重きをおいてい
るのである。すなわち，lIjlllKAM似は，天皇絶対主義と神国思想の名目のもとに，
「教育勅語」及び，国定教科下!}に組象こまれ，忠孝思想は義務教育を通じて背
少年にふきこまれたのである。
U]袷30年代にはいると，Ｉｌ１等教育については，Ulifi32年に「中学校令｣，「高
』Ｗ(･学校今｣，「実業学校分」が制定され，翻ｲ12には，「小学校令」の改正にと
もなって，尋常小学校は４ｲ|i，高等小学校は２ｲｌｉ，３ｲ|&または４年となった。
さらに，U}拾36年には「Ｗ:'１１１学校今」が制定ざ札ｉ｢li轆孜青のいつ端をになう
]ＷｌｌＩｌ学校も整備された。その後，大正７年には，「大学今」が制定され，これ
によって，初等教育，’'１竿教育，高等教育という一巡の救育制度が確立された
のである。
3．ハーンにおける儒教のとらえ方
ところで，ハーンは１１本の救行におけるこうしたlilIi学の伝統をどう観察して
いただろうか。
彼は柵教について，それが|]木の祖先崇拝と極めて似た１１１１念を基底とする，
Hosei University Repository
１３６ 
jii6ii教導の一つの体系であるとして，次のように述べている
ConIucianism，l1owcvcr，ｄｉｄｎｏｔｒｅＩ)resentaIlewreligion8itwfｌｓ 
ａｓｙｓｔｅｍｏ［etllicillteacllings（oundedul〕ollallancestor-worsIlil)mucl1
1iketl〕ａｔｏ［Ｊａｌ)【,11.('`）
従って，それは古くから支配者層の道徳として，人勢力をなし，今|｣なお，
その宗教は連綿と続いていると述べている：
Ｉｎｔｌｌｅｅｄｕｃｎｔｉｏｌｌｏ（ｒｕｌｉｎｇｃｌａｓｓｅｓｉｔｂｅｃ【,ｍｅａｇｒｅａｔｌ)ower，ａｎ(１
１】ａｓｓｏｒｅｍａｉｎｅ(Ｉ（Ｉｏｗｎｔｏｔ}ｌｅｐｒｅｓｅｎｔ（Ｉａｙ.('7）
すなわち，儒教の全休系は１１１先崇拝の上に築かれて，孝道の敷ｉｉｊと｣f,場を表
ⅢＩしていたのであり，１１本の道徳体験とは完全に一致していると指摘している。
ＴＩｌｅｗｌｌｏｌｅＣｏｌｌ(ucinl1system，ａｓｌＩｌｉＷｅｒｃｍ【lrke(ｌｅｌｓｃｗ１】ere，
ｗａｓ（Ｃｕ、〔|e〔Il1I)olMlllccstor-wors})il)，ａｎ(ｌｒｅｌ)rcsentc《Ｉｓｃａｒｃｅｌｙｍｏｒｅ
ｔｌｌａｎａｎａｍｌ)IilicationaI,〔lelal〕orationo（ｎｌｉｎｌｌ)iety8itwast1Dere．
(ｏｒｅｉＩｌｃｏｍｌ)letcaccor(１Wit}】Japanesemor【,Ｉｅｘｌ)erience.(１８）
ハーンによれば，’1本の孝道は，それが子供のliiなるii》j親に対する義務の糸
ならず，先祖の祭り，タピ者に対する尊敬の念をもつこと，言うなれば，過去に
対する現在の感iWlまでをも意味するとしているのである。彼は言う。
ＦｉｌｉａｌＩ)ｉｅｔｙｉｌ１Ｊａｌ)aｌｌ（ｌｏｃｓＩｌｏｔｍｅａｌｌｏＩ１Ｉｙｔ１Ｕｅｄｕｔｙ 
ｔｏｌ)ａｒｅｎｔｓａｎ(Ｉｇｒａｌｌ(１１)arents：ｉｔｍｅａｎｓｓｔｉｌｌｍｏｒｅ，tlDe 
alIcestors，revcrclltialservicetotl1e（|Ca(１，ｔｌｌｅｇｒａｔｉｔｕ〔Ｉｅ
ｓｅＩｌｔｔｏｔ１ｌｃＩ)ast，ａｌｌ(lｔｈｅｃｏｎｄｕｃｔｏ（ｔｌＭｐｉｌＵ(livi(Ｉｕｌｉ１ｌ 
ｔｌ】ｅｅｎｔｉｒｅｌ】ｏus(PIlol(1.(１９）
o（ｃｈｉｌ〔Iren
culto（ｔｌｌｅ 
ｏ（tlIepre‐ 
ｒｅｌａｔｉｏＩ１ｔ(〕
１１水の倫ｌｌｌ１体系はすべから〈Ⅵ家の宗教〃（(IoIncsticcult）に''1米し，］W〔巣，
忠誠，献身，愛国といった徳'１（道徳的概念）すら，そこから発ｌＩｉしているの
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である。彼は言う。
Ｉｔｉｓｕｎｑｕｅｓｔｉｏｎａｂｌｙｔｒｕｅｔｌ１ａｔｔhewholesystemofFar-Eastern 
ethicsderives（ｒｏｍｔｈｅｒｃｌｉｇｉｏｎｏ〔ｔｈｅｈｏｕｓｅｈｏｌｄ・Ｂｙａｉ〔IＣ｛ｔｈａｔ
ｃｕＩｔｈａｖｅｂｅｅｎｅｎｖｏｌｖｅｄａｌｌｉ(leaso（〔1ｕｔｙｔｏｔｈｅｌｉｖｉｎｇａｓｗｅｌｌａｓ
ｔｏｔｈｅｄｅａ〔'’一tｈｅｓｅＩｌｔｉｍｃｎｔｏfrevercllce，ｔ}】ｅｓｅｎｔｉｍｅｎｔｏｆｔｈｅ
ｌｏｙａｌｔｙ，ｔｈｅｓｌ)iritofself-sacri(ice，ａｎ〔ltllesl)iritofpatriotism.(20）
以上の如〈に，ハーンは伝統主義（最も'''心をなすものは礼である)，文化・
教養主義（君子としての教養を身につけること)，人間i1ｺ心主義(君臣・父子・
師弟などの人ｌｌｉ１関係重視）を松本とする儒教で'１本の孝道をとらえ，それをす
ぺての政治，道徳体系に組承入れたとしている。とりわけ，儒教の人間｢|可心主
義については，彼は儒教がⅢ肢もよい意味での人間的な教えであり，その人間
的効果が政iflの上にあたえた証左は，日本の支配者のうちで最も叡知の人であ
ったかの家康の法令や処世訓のうちに，見い'{}されよう〃と指摘している。
要約すれば，ｌ]本では，素iiiは，ただ単に，親子の関係・nlli弟関係といった
一族・一社会の小さな範囲にとどまらず，それらを越えて国家全体の社会秩序
を維持する韮盤になっていると糸なされるのである。ハーンに代表される西洋
人にとって孝道によって錬成された日本の支配者こそ，正しく’１神lこ近いもの
に見えた〃のである。
4．ハーンのみた教育における儒教的影響の具体例
①日本の教育の目的
ハーンはUU治期の日本の教育制度については，形式・科目などはすべて近
代風ではあるが，教育に対する考え方は古来の伝統的なものに雑づいており，
ヨーロッパとは根本的に異っているとして，次のように述べている：
ＦｒｏｍＫｉｎｄｅｒｇａｒｔｅｎｔｏＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｔｌｌｅｃｎｔｉｒｅｓｙｓｔｅｍｉｓｍｏｄｅｒｎ 
ｉｎｏｕｔｗａｒ(ｌｓｅｅｍｉｎｇ：ｙｅｔｔｈｅｅ((ectｏ〔ｔｈｅｎｅｗｅｄｕｃａｔｉｏｎｉｓｍｕｃｈｌｅｓｓ
ｍａｒｋｅｄｉｎｔｈｏｕｇｈｔａｎｄｓｅｎｔｉｍｅｎｔｔｌ１ａ１ｌｍｉｇｈｔ｝〕ｅｓｕｌ〕I)osed、Ｔｈｉｓ
ｆａｃｔｉｓｎｏｔｔｏｂｅｃｘｐｌａｉｎｅ(Ｉｍｅｒｅｌｙｂｙｔｌ】ｃｌａｒｇｅｌ〕Ｉａｃｅｗｈｉｃｈｏｌｄ
Ｃｈｉｎｅｓｅｓｔｕ〔Iystilloccul〕ｉｅｓｉｎｔｈｅｏｌ)ＩｉｇａｔｏｒｙＩ〕rogranlme，ｎｏｒｂｙ
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(|i[[erenceso（１）elic（：ｉｔｉｓｍｕｃｌＩｌ】ｌｏｒｃ〔Ｉｕｃｔｏｔｌｌｅｆｕｎｄａｍｅ】ｌｔａｌ
(1i((erenceintllcJ(11)ｌｌｎｃｓｅ【1,1(Itl1eEurol)enllcollccI)tionso（ｅ(Il1catioIl
asmcal1stoallen(１．Ｉｌｌｓｌ)iｔｅｏ（I1ewsystemｌｌｌｌｄｌ)ｒｏｇｒａｍｍｃｔｈｅ 
ｗ１ｌｏｌｅｏｆＪａｌ〕allesee〔IuclltiolIisstillcoll(Iucte(1111)ｏｎａｔｒａ(1itioI1al
I)ｌａｎａｌｍｏｓｔｔｌｌｃｃｘｎｃｔｏＩ)l)osileoItllcWcsterIll)Iａｎ.(21） 
すなわち，１１本の近代教fi:の'三|的は，｜M人を'２１立（ｉｌｌ〔ICI)en(lel1taction）
させるための訓|純ではなくて，きびしいﾈ|:会機枇のなかで，Ⅲ和〃（cool)era‐
tivcaction）を可能にする訓練にあるとして，次のように述べている：
Itsobjectncverllasl〕ｅｅｎｔｏｔｒａｉＩＩｔｌｌｅｉｌｌ(Iivi(lualIorindcI〕clldent
actioll，ｂｕｔｔｏｔｒ(,iIl1Iim（orco61)erativeacIio,ルーtｏ（ｉｔｌｌｉｍｔｏ
ｏｃｃｕｌ)ｙａｎｅｘａｃｌＩ)IaceillIllemecIMMlisnloｆａｒｉｇｉｄｓｏｃｉｅｔｙ.(22） 
こした指摘は，幡教における１１人間中心主義〃（toI1tllimtooccul)ｙａｎ
ｃｘａｃｔＩ)laceintllcmcclMllIisnlofarigidsocicty）をハーソが鋭く観察
し，把握したものなのである。
、日本の高等教育について
１１本の高等教育JlF業は政1(}の援助もあるが個人的献身によるところが大き
く，この献身的Ｗｉｉ１Ｉｌが社会の｣二屑部から底辺まで支配しているとして，次の
ように述べている：
acconll)IishediIlJal)aｎ 
ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏ（ｐｅｒｓｏｌ１ａｌ 
ｔｌｌｃｌ〕ase，tl1issacri6ce
ＮｃａｒｌｙａｌｌｔｌｌｅｌｌｉＲ１１ｅｒｃ(lucationalwork 
reI)reseI1ts，ｔｈｏｕｇｌｌａｉｄｅ〔１１〕ｙＧｏｖｅｒｌＩｍｅｌｌｌ，
sacrilice・Ｆｒ()luII1,(，ｓｕｍｍｉｔｏ［societyIo
spiritrules.(23） 
例えば，’三|本の大学教授を例にとれば，ｌ:|らの41ｉｉ１ＩｉＹＹを最低限度にまでき
りつめ，学生述の衣叶食・’1;，学費等だのi｢'i例をみてi191i等教育の成果に貢献
しているが，｜｣木の教｢Ｉｌｌｉ述は学生達への援助を当然としてはばかることがな
い。彼は言う。
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Ａｍｏｎｇｔｌ１ｅｉＩ１ｓｔｒｕｃｔｏｒｓａ１ｌ《１１)rofessorso（ｔｌｌｅｌ】ｉｇｌ１ｅｒｅｄｕｃａｔｉｏｎａｌ
ｅｓｔａ１〕Iisl1ments，ｔｌｌｅｌｌｅｌＩ〕illgo（ｓｔｕ〔1eｌｌｔｓｓｅｅｍｔｏｂｅｔｌｌｏｕｇｈｔｏ（ａｓａ
ｍａｔｔｅｒｏｆｃｏｕｒｓｅ.……AcertaiIlUIliversityI)ｒｏ(ｅｓｓｏｒｉｓｋＩ１ｏｗＩ１ｔｏ 
ｌ】ａｖｅｓｕＩ)I〕ortedan(Ｉｅｄｕｃｌｌｔ(ｘｌａｌａｒｇｅｌｌｕＩｎｌ)ｅｒｏ［ｓｔｕｄｅｎｔｓｌ)ｙ〔Iivi‐
ｄｉ１ｌｇａｍｏｎｇｔ１】cｍ，（1uriIlgma1lyyearH，ｌ１ｅｆｌｒｌｙｔｌｌｃｗｈｏｌｅｏｆＩｌｉｓｓａ‐
I【,ｒｙ・Ｈｅｌｏ(１９e(１，ｃｌｏｔ１ｌｅ(１，lDoarde(I，（'11(Ｉｅ〔{ｕｃａｔｃｄｔｈｅｍ，Ｉ)ｏｕｇ}lt
tlleir1)ooks，ａｎｄｌ)ai(１ｔ１１ｅｉｒ（ees,－rcserving（ｏｒ｝】iｍｓｅｌｆｏｎｌｙｔｈｅ
ｃｏｓｔｏ（Ｉ１ｉｓｌｉｖｉｎｇ，ａｎ〔lre(I1Ici1〕ｇｅｖｃｎｔｌｍｔｃｏｓｔｌ〕ｙｌｉｖｉｎｇｕＩ)on
l1otsweetpotatoes.(20） 
０１１本人の師弟関係について
一般に封建時代には，師たる;付はWllIilllのことなどは考えず，奉仕を|了とし，
従って師弟の関係は切っても，切れないきずなで結ばれていた。関係の重要
さにおいて，それは親子の縁の次におかれており，それ故，師たる者は弟子
のためにいっさいを搬牲にし，弟丁･たる満もまた，師のためにいつでも死を
覚悟していたとして，次のように述ぺている：
Ｉ,，（e〔ｌｕａｌｔｉｍｅｓｔｌ】eteacl)ｃｒｔａｌ１ｇｌｌｔｗｉｔｌ１ｏｕｔｓａｌａｒｙ：ｈｅｗａｓｅｘｅｃ－
ｔｅｄｔｏｄｅｖｏｔｅａｌｌｌｌｉｓｔｉｍｅ，tllougl】ｔａｎ〔１ｓｔｒｃｎｇｔｌｌＩｏｌ】ｉｓｌ〕ro(essioIl・
Ｐｕl)licsentimetl)oundtllcm(1)ul)ils）ｔｏｈｉｍｗｉｔｌＩａｂｏｎ(Ｉｔｌｌａｔ 
ｃｏｕｌｄｎｏｔｂｅｂｒｏｋｅｎ・
ＴＩDetiebetwcenteacI1erillldI)ｕＩ)iｌｗａｓｉｎ（ｏｒｃｅｓｅｃｏｎｄｏｎｌｙｔｏ 
ｔｌ１ｅｔｉｅｌ)etweenl)arentilll(ICllil(LTlleteacl1ersacri(icedeverytlling 
forl1isl〕ｕｐｉｌ：ｔｈｅｌ)ｕｐｉｌｗａｓｒｃｎ(lｙｎｔｌｌＩ１ｔｉｍｅｓ（ｏ（Ｉｉｅｆｏｒ｝,ｉｓtea‐
c11er.(25） 
一ﾌﾟﾉ，近代日本においても，l1ii弟の関係はこうしたWIylliと義務（sacriIice
an(Iol)ligation）との伝統的なlHl係を保ち，依然として，封建時代のよき１１
本が生き残っていた。背の理想がいまだ}こ残っており，新しい理想とおきか
えられなかったと評Ⅲiして次の如く言う。
０１(ｌｓｅｎｔｉｍｅｎｔｌｉｎＲｅｒｓｌｏｎｇａ(terol(１（ｏｒｌｎｓｌＩａｖｅｌ〕ａｓｓｅｄａｗａｙ：
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an(Ｉｈｏｗｍｕｃ}ｌｏ（IedualJal)ansllrvivesillmo(IernJal)ａｌｌ，Ｉｌｏｓｔ‐ 
ｒａｎｇｅｒｃａｎｒｅａ(Iily〔Ievine．’,rol)il1)Ｉｙｔｌ１ｅｌ)ｕｌｋｏ（existingseIltiment
isllere〔IitaryseIltimcllt：ｔｌｌｅａｎｃｉｅＩｌｔｉｄｅａｌｓｌｌａｖｃＩ１ｏｔｙｅｔｂｃｅｎｒｅｌ〕．
](Ice(１ｂｙ（resl1oIles(2`） 
ｅロ本の岡学Ilill度について
近代ｎ本において一般に留学の|】的は，研究や学'''１そのものというよりも，
耐吏としての商い地位に就くのにふさわしい人物となるため－つまり，新
しいことを学んで帰国するようにと'よ命ぜられていなかったとして，ハーン
は伝統主義の有するマイナスiiIiをも鋭く批判している。彼は言う。
ＴＩｌｅｌ)Ｉａｉｎｔｒｕｔｌｌｉｓｔｌｌａｔｙｏｕｎｇｎｌｅｎａｒｅｓｅｎ（tｏｆｏｒｅｉｇｎｓｅｌｌｔｓｏ（ 
Icilrl〕iｎｇ（orolllereIldstl〕ill1tolearIlllowlodevotetl１ｃｒｃｓｔｏ（
ll1eirlivestotl1estu〔ｌｙｏ{Ｉ)sycllology，Ｉ)Ililology，Iiterature，ｏｒ
ｌｌｕｏ(Iernl)llilosol)１，ｙ・ＴＩ】ｅｙａｒｅｓｅｎｔａｂｒｏｎｄｔｏＨｔｔｌ１ｅｍＩｏrluigl1er
l)ostsinGover】uIu1ent-service；all(Ｉｔｌｌｅｉｒ［ｏｒｅｉｌＦＩｌｓｔｕｄｙｉｓｌ)ｕｔｏｎｅ
ｏｌ)1igatoryel)iso(1eil1tlIeiromcialcareer・Eacl】Ｉｌａｓｔｏ〔luali(ｙｈｉｌ昨
SCI（（ｏｒｓｌ)ccial（Ｉｕｔｙ１)ylearI1illg1】owWesterllI〕eol)Ｉｅｓｔｕ(Ｉｙａｌｌｄｔｈｉｎｋ
ａｌ,(Ｉｆｅｅｌｉｎｃｅｒｔｉｌｉｎ（Iircctiolls，ａｎ(１１)ｙａｓｃｅｒｔａｉＩｌｉＩｌｇｔ１ｌｅｍｎｇｃｏ（ｅ(1ｕ‐ 
ｃａｔｉｏｎａｌｌ)rogrcssintllose（Iircctiolls：｝〕ｌｌｔｌ１ｅｉｓｎｏｔｏｒｄｅｒｅｄｔｏｔｈｉｎｋ
ｏｒｔｏIeelWesterIll)cople.(２１） 
言うなれば，ＩＷ学１，よ公務上，必要のおこった場合に蒲ろＷｉﾈ１１上の礼服〃
(amentaluni(or、）のようなものであったのである。従って，彼らのH(学
先での仕?１１Fは，「1本人の見方からどのようにilIil供人のjlL方を理解するかにあ
り，また命令されたこと以外はほとんどしなかったのである。
このことについて，ハーンは11本人が長期'''1にわたって)''1従してきた恋し
きｵ,';神上・道徳｣:の訓練の歴史が，１１水人の心のなかに，このようなｌｌｌ界を
もたらしたことを術摘してはばからなかった。彼はﾙ'i論として言う。
Ｔｌ】ｅｌ１ｉｓｔｏｒｙｏ［tll5Itterril)ｌｃＩｌ１ｅｎｔａｌａ】'(Ｉｍｏｒ〔,Ｉ（iisciI)1illetowl1icll
tl】eracewassolongsubjecte(１Ｗouldcertainlysuggestsuclllimi‐
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ｌａｔｉｏｌｌｓｉｎｔｌｕｃｍｏ〔1crI1JaI)anesemind.(28）
④卒業後の処世術について
ハーソは']木の学！'iが，学'''１以外に，人の心を読んだり，慾,i1iを顔にあら
わしたりせず’１２１分の水心は打ちUjIﾅずに秘密主魂を,,[〈という処世術を在
学''１に身につけ，更には，ｉ[義に対する自己の｛司念に従って行動するという
権利を失ない，主人の奴隷でないかわりに，一つの{,ju度（1,,国と,iりじように
11沖制度）の奴隷になって生きているとさえ主張している。
Ｔ１Ｉｅａｌ)sｅｎｃｅｏ（ｔｌｌｅｒｉｇｌ】ｔｔｏａｃｔａｃｃｏｒｄｉｎｇｔｏｏｌｌｃ，ｓｏｗｎｃｏＩｌｖｉｃｔｉｏｌｌｓ
ｏ［justice・Ｔ１ｌｅｓｕｌ)or(Iinate，whodesiresaboveYlⅡtIlingstokecI）
ｌｌｉｓｌ)lace，ｉｓｎｏｔｓｕＩ)I)orte(ＩｔｏｈａｖｅＩ〕ｅｒｓｏ１ＭｌＩｃｏｎｖｉｃｔｉｏｎｓｏｒｓｙｍｌ)a‐
tluics-savcl〕ｙｌ)ermission・ＩＩｅｉｓｎｏｔｔｌ】ｃｓｌａｖｅｏ（ａｍａｎ，１)ｕｔｏ（
ａｓｙｓｔｃｍ－ａｓｙｓｔｅＩｕｌａｓｏｌ(ｌａｓＣｈｉｎａ.(29） 
①教育L1iiiliについて
１１本の学生は競粉をはたすために，勉強のむづかしさ，抗|ｲｨ，栄錐不良，
不|:IIl1なfk1iliとB)lいながら努力しているが，これは!'iきてゆくための手段で
あり，これらを誤りや，失敗や，無能力などで評(lliiしてはいけないと弊告し
て言う。
AII(１ａⅡtllisstriviIlg-strivingnotolllyagainstdiHicultieso［ 
stu〔Ｉｙ，｝)ｕｔｉｎｍｏｓｔｃａｓｅｓａｇａｉｎｓｔｄｉＩ１ｉｃｕｌｔｉCＳＯ（１）overtyall(Ｉ
ｕｎ(ler(ｅｅｄｉｎｇ，ａｌｌ(’（Iiscom(ort-hasbeellonlyｆｏｒｄｕｔｙ，ａｌｌ(Ｉｔｌｌｅ 
ｍｃａｎｓｔｏｌｉｖｅ、Ｔｏｃｓｔｉｍａｔｅｔｌ】eJapallesestudent1Dyl】iserrors，ＩＩｉｓ
(ailures，ＩｌｉｓｉｎｃａＩ)acitytocoml〕rellendsentimelltsan(１ｉ(ｌｅａｓａｌｉｅｌｌ
ｔｏｔｈｅｅｘＩ)erieIucco（llisrace，ｉｓｔ１ｌｅｍｉｓｔａｌ〈CＯ（ｔｌｌｅｓｌＭｌｌｌｏｗ.(30）
おわりに
ｕ｣このような」し休例からも[ﾘ)らかなように，ハーソは１１木の教育に21sける，
儒教とのかかわりについて，バア静で客観的な評Iilliを与え，次の如く結論する。
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すなわち，１１本の教育は制度などの，形式的なものは近代化し，ヨー面シバの
影響をうけているように設えるが，その教育思想を承るとき，それはヨーロッ
パとは全く異っていて，依然として伝統的な考え方に支配されているのである。
言うなれば，１１木人の考えﾉｸﾞに儒教的精ｳ１１－献身，錠務，１１M従，搬牲等一
が深く影懇しており，これらがlilleの鮒lI41AiIIiの||,(となり，行動の動機，指導
力となっており，ネ|:会的秩序を維持するﾉﾊ盤をなしているのである。従って，
ハーンが観察した生徒途と教Iiliの関係は（儒教的なものをよりどころとしてい
る)，ハーンを含めたいわゆるＭお厭いｸﾄ｢i１人"対Lli徒のそれとは全く異った，
[|木独特の｢I11i弟関係を形成していた。ハーンは，１１本人だけの内O1llからの眼で
は決して気づかないⅥ小さなできごと〃の一つ一つを通して，１１木文化の世界
的巡閲との側iniとをWIiめていたが，そこに彼はⅥおどろき'’の表iiIjをもって，
その背後に存する鵬教的影響の〕R要(化を認識したのである。
注
（１）“JaI)ａｎ”は１１本学に関する卒論ともいえる務作で，1904年マクミラン社より１１１
版され，全休で22iitからなり，仁の木，職を殺します'’と，ハーンにいわせたほ
どの生命をかけて執躯したものであったが，その１１|版は生iiiにＩＩｉにあわなかった。
（２）大学その他の学校にIＭ１する規定をその一部に収め，そのI|'の「学令」と称すると
ころに，首都に設けられた大学，地力の国称に設けらるぺき国学について規定して
ある（rl]本の大学』東京大学公ＩＩｌ１ｉｉ脚腿１２５－６瓦)。
（３）石川誠『l]木学校史の研究」（１１本図書センター）昭和46年６９頁。
（４）大学は'汀吏に登川するｆt族の子弟を教育ll的とし，その教育内容は紀伝道（歴
史・文〕it)，U1級道（綴学)，Ｕ１法道（法('1制度)，ｊｉ〔道（算術及び天文）の四道(学
科）にわかれ，それ以外に;!}逆（訓読・支那宵）などがあった。
（５）商禰俊乗『｢１本教育史』（臨川ｉｌｌ店）Ｗ{和46年85-86瓦。
（６）川崎１１『之rll木思想大系５空海』（沼波啓店）１１獅1150年406頁。
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